
緊急通報体制整備事業

■対象者

ひとり暮らしの65歳以上の鹿屋市住民で、慢性疾患等により日常生活上、
注意を要する状態（急変のリスクや機能低下、不安行動のある状態）にある方

※緊急協力員（緊急時に協力を得られる方）を2人選任する必要があります。

■事業内容

・対象者に緊急通報装置を貸与します。

・緊急通報装置の利用により、看護師

等の専門職が24時間体制で相談対

応を行うことで、対象者は緊急通報

サービスや見守りを受けることが

できます。

・また、不安なことや健康、介護の

こと等を相談したい時にも利用で

   きます。

・月に1回、緊急通報センターから、

体調等の確認のお電話があります。

■装置について（詳細は裏面を参照ください。）

固定の本体装置(コントローラー)とペンダント型送信機を貸与します。
・本体装置(コントローラー)にあるボタンを押して使用します。

・また、ペンダント型送信機を身に着けることで、居室内では、どの居室にいても、いつ

でもボタンを押して通報することができます。

※ペンダント型送信機では、会話をすることはできません。

・本体装置(コントローラー)は、①固定電話回線を必要とするものと、②固定電話回線を必

要としないもの(本体に音声ＳＩＭを搭載)があり 、どちらか選択していただきます（性

能に違いはありません）。

※ご自宅に電話回線が無い方は携帯電話等が必要になります。
※希望者は、安否確認センサーを追加で借りることができます（追加料金が発生します）。

■申請から利用（装置貸与）までの流れ

１. 高齢福祉課窓口又は各総合支所にて申請する。
２. 申請後日、装置貸与の決定通知を受け取る。
３. 業者が訪問し、装置の設置・契約を行う。

■利用料金（自己負担分）

月額1,595円 の自己負担が発生します。

※ 安否確認センサー付の場合、 月額1,925円 となります。
※ 貸与内容は変更になる場合があります。

【問合せ先】 鹿屋市共栄町20番１号
                     鹿屋市 高齢福祉課 地域包括ケア推進係

電話 0994-31-1116（直通） FAX 0994-41-0701

※申請から利用まで
約３週間かかります



■緊急通報装置

ペンダント

高さ：97mm

横幅：40mm

奥行：24.5mm 

本体装置(コントローラー)外観

ペンダントの見通し距離100メートル
※建物の構造により異なる場合があります

■安否確認センサー

空間センサー

※イメージ

感知方法

室内の壁に取り付け、人の体温と周辺温度の差が変
化したときに、動きがあったとして判定します。
（玄関に近づくと自動点灯する防犯用外灯と同じ原理
です）

どのような場合に
通報がされるか

利用者に一定時間(24時間)動きがない場合に、自
動的に通報が入ります。

外出の判断

本体装置の「外出」ボタンを押すと、外出状態とな
り、センサーの感知が止まります。
もう一度押すと、帰宅状態となり、センサーの感知

が再開します。
高さ：約120mm

横幅：約60mm

型式：S-729（固定電話回線不要）

※イメージ

①

①急に体調が悪くなったとき

「緊急ボタン」か

ペンダントのボタンを押します

※２秒ほど長押し

②健康や装置のことなど
相談をしたいとき

「相談ボタン」を押します

③通報を切るとき 「取消ボタン」を押します

④外出をするとき／
外出からお帰りのとき

➤外出をするとき
「外出ボタン」を押します ⇒ ♪「いってらっしゃい」

➤外出からお帰りのとき
「外出ボタン」を押します ⇒ ♪「お帰りなさい」

② ③

④


	スライド 1: 緊急通報体制整備事業
	スライド 2

